
中央

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 402 乳幼児 421

小学生 0 小学生 0

中高 0 中高生 0

大人 389 大人 351

乳幼児 416 乳幼児

小学生 7 小学生

中高生 0 中高生

大人 360 大人

乳幼児 48 乳幼児 30

小学生 5 小学生 47

中高生 0 中高生 2

大人 414 大人 315

乳幼児 69 乳幼児 53

小学生 3 小学生 26

中高生 0 中高生 7

大人 58 大人 39

乳幼児 935 乳幼児 504

小学生 15 小学生 73

中高生 0 中高生 9

大人 1221 大人 705

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ

月5回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

12

平成25年度の実施状況
項目

区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

・ベビーズクラブでは、親子ふれあい遊びを中心とした歌
遊び・手遊びを毎回取り入れることで、楽しみながら親子
の絆を深めることができた。毎月保健師の方に来ていた
だくことで顔見知りとなり、クラブ後も育児についての相
談をする姿もあり、専門機関を知って頂く役割を果たし
た。
・わんわんクラブでは、保育園の園庭解放日に参加して
七夕会の劇を見たり、七夕飾りをつくって園児と交流す
る機会を設けた。
・ちびっこクラブの後期には保育園園長先生を招いて子
育て講話を行った。家庭での親子の関わり方や本の読
み聞かせの大切さを話して頂き、入園前の参考になっ
た。

H25
年度

H26
年度

平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

10

46 48

【英語】
・えいごでリトミック（未就園児）
・えいごでリトミック（園児）

- 22 -

母親クラブの活動は月1回の事業はもちろんのこと、合
唱サークル“シャンソンズ”の活動がますます活発となっ
ている。様々な依頼を受けることが増え、非常に忙しい
スケジュールをこなされている。毎週金曜日に児童館で
打ち合わせや合唱の練習をして、幼稚園や老人施設へ
慰問に出向かれたこともあった。今後も精力的な活動が
できるよう支援する。

【母親クラブ】 月4回程度 42 41

おはなしらんどは季節や年齢に合わせて、絵本や紙芝
居、パネルシアターなどを用意して取り組んだ。特にパ
ネルシアターは幼児親子に好評だった。水遊びでは、新
しいビニールプールを用意し、気候や衛生面にも留意し
て取り組んだ。中学生ボランティアに遊んでもらうことで
中学生と幼児・保護者の三者が交流し、親子で楽しんで
頂くこともできた。

【企画事業】
・おはなしらんど
・夏季水遊び

月1回
7/28～8/1

17 15

小計 127 104

中央児童館　平成26年度事業評価表

講師の先生が産休に入られたため、途中まで計画を進
めていたものの26年度は事業実施を見送ることになっ
た。人気のある事業だったため、見送りに伴い来館者数
も減少した。27年度からはHappy kidsという英語の事業
再開を予定している。



中央

乳幼児 20 乳幼児 33

小学生 1054 小学生 1161

中高生 7 中高生 0

大人 89 大人 67

乳幼児 17 乳幼児 8

小学生 161 小学生 130

中高生 3 中高生 0

大人 22 大人 18

乳幼児 37 乳幼児 41

小学生 1215 小学生 1291

中高生 10 中高生 0

大人 111 大人 85

乳幼児 6 乳幼児 6

小学生 4 小学生 8

中高生 0 中高生 0

大人 3 大人 6

乳幼児 72 乳幼児 70

小学生 136 小学生 127

中高生 49 中高生 28

大人 229 大人 149

乳幼児 7 乳幼児 2

小学生 30 小学生 45

中高生 1 中高生 3

大人 5 大人 3

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【小学生クラブ】
・どれみクラブ
・一輪車クラブ
・お助けキッズ
・小学生クラブおつかれさま会

月3回程度 目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を
深める。

11 14

70 78

・新1年生の参加者が増えたため、一輪車クラブは2つの
チームに分けて活動した。6年生が中心となり、放課後
になると自主的に練習姿が見られた。
・どれみクラブでは流行の曲を取り入れ、セリフを入れて
劇のようにしたり、英語で歌ったりと、通年で1つの曲を
アレンジする新しい取り組みとなった。
・お助けキッズクラブでは、お祭りのゲームブースの企
画・準備・運営を行った。お祭り当日は司会進行を交代
で務め、子ども達が主体となって活動できた。

企画行事は誰でも参加できる事業を企画・提供した。
“茶道を習おう”は茶道の先生をされている地域の民生
委員さんのご厚意で初めて企画した。児童対象で始め
たが、中学生やお母さん方の参加希望があり、２回目以
降は一般来館者を対象として募集・実施した。子ども獅
子舞は当該地域が持ち回りの年ではなかったが、市の
交流事業に向けた練習ができた。

【企画事業】
・脳トレにチャレンジ
・スポーツしよう（卓球、ドッヂビー）
・子ども獅子舞
・学習スペース
・小学生クッキング
・茶道を習おう

月1回
月1回
4/1

長期休暇
1/31

2/14、3/14

32 33

1

毎年行っている節分の豆まきは、普段来館される方に
加え、おたよりを見て来館する方もあって大変にぎわっ
た。この日のために小学生が紙袋で鬼の被り物を制作
してくれ、準備の段階から盛り上がっていた。小学生や
保護者がその被り物をつけ、鬼に扮して小さいお子さん
と交流することもできた。利用者同士が関わる良い機会
となった。

※【企画事業】「大切な人へのプレゼント作り」は26年度
より多世代間交流事業内【プレゼントづくり】に移動

多
世
代
間
交
流
事
業

1

【節句行事】
・豆まき 2/1

目標回数：12回程度

伝統行事や児童館まつ
りなど誰もが参加できる
事業を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

11 12

小計 102 111

1

【プレゼントづくり】
・大切な人へのプレゼントづくり
・敬老の日のプレゼントづくり

5/11、6/8
8/18～8/22

5 7

大切な人へのプレゼントづくりではクラフトテープを使っ
て小物入れや籠を作り、メッセージカードを添えて大切に
持ち帰ってもらった。毎年恒例となっている敬老の日の
プレゼント作りは、地域のお年寄りに渡すため、受け取
る方に喜んでいただけるようにと参加者と一緒に考えな
がら、タイルに様々な絵を描いてマグネットにした。

【館イベント】
・じどうかんまつり
・花餅づくり
・粋な祭

10/26
12/7
3/1

3 3

どの事業も小さいお子さんから大人まで一緒に楽しめる
事業を利用者の方と考えながら実施することができた。
また、例年のもちつきに変わって花餅作りを行ったが、こ
ちらも利用者の方や地域の方々と交流を深める重要な
取り組みとなった。27年度はもちつきを復活する予定に
なっており、今まで通り地域の声に耳を傾けて相談を重
ねながら計画している。



中央

乳幼児 755 乳幼児 171

小学生 536 小学生 108

中高生 108 中高生 3

大人 1257 大人 580

乳幼児 840 乳幼児 249

小学生 706 小学生 288

中高生 158 中高生 34

大人 1494 大人 738

乳幼児 80 乳幼児 24

小学生 97 小学生 55

中高生 7 中高生 1

大人 80 大人 27

乳幼児 10 乳幼児 54

小学生 83 小学生 135

中高生 2 中高生 4

大人 17 大人 61

乳幼児 9 乳幼児 11

小学生 55 小学生 60

中高生 2 中高生 4

大人 9 大人 17

乳幼児 99 乳幼児 89

小学生 235 小学生 250

中高生 11 中高生 9

大人 106 大人 105

多
世
代
間
交
流
事
業

1

目標回数：12回程度

伝統行事や児童館まつ
りなど誰もが参加できる
事業を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

11 12

【共催行事】
・市の国際交流事業
・8区夏祭り
・秋の大祭
・生涯学習講座
・8区ふれあい防災ウォーキング

4/1
8/2

10/12
11・12・3月

9 9

市の国際交流事業により、宮太鼓クラブが地域の活動
から外へと広がり、多くの方に知って頂き子どもたちが
活躍する場となった。今後も地域の子ども達が担う伝統
をアピールしたい。生涯学習講座ではまなびパークから
の依頼で初めて共催事業を実施した。普段体を動かす
機会がないので楽しかった、という感想を聞き、27年度
も引き続き講座を計画している。

※【共催事業】「双葉保育園夏祭り」「昭和小学校夏祭
り」「百人一首かるた取り大会」は26年度より地域の特性
を活かした事業内【移動児童館】に移動

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【季節行事】
・お月見の話
・いもほり
・くりひろい
・クリスマス会
・お正月遊び

9/25
10/11
10/25
12/20

1/5～1/7

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

11 12

小計 18 20

7 7

お月見の話で紙芝居を用意すると、保育園の頃に読ん
でもらったことがあるから読みたい、と言う小学生がお
り、職員と協力して読んでもらった。子どもが興味を示す
場面をできる限り大切にしたい。クリスマス会は７区区長
にサンタに扮して参加いただいた。お菓子を配るだけで
なく、自ずとケーキバイキングの手伝いもしていただけ、
子ども達と交流ができた。

楽天移動図書館を迎え、図書館が移動してくるという目
新しさと電子書籍への興味から、１日で87名という大勢
の方が本と触れ合う機会を設けられた。今後も新事業・
新企画を積極的に取り入れたい。“茶道を習おう”では、
参加者の要望に応えて一般来館者向けにも実施した。
次回開催を期待する声を受け、27年度も計画している。

【企画事業】
・入園・入学・進級お祝い会
・こうさくらんど
・おりがみらんど
・楽天移動図書館
・クリスマスツリーをかざろう
・茶道を習おう

4/3
月1回
月1回
6/14
12月

2/14、3/14

31 31

【避難訓練・防犯防災訓練】
・避難訓練

月1回 12 12

避難訓練は火災や地震が起きたことを想定して毎月
行っている。消防署の方に来ていただいたときには、避
難方法についての話を聞き、消火器の使い方を学んで
実際に使ってみた。訓練に参加した小学生からAEDを
使ってみたい、という要望があったため、消防署の方に
相談して27年度の事業に取り入れることを検討してい
る。

小計 50 50



中央

乳幼児 4 乳幼児 5

小学生 36 小学生 29

中高生 16 中高生 0

大人 10 大人 2

乳幼児 乳幼児 9

小学生 小学生 7

中高生 中高生 2

大人 大人 9

乳幼児 4 乳幼児 14

小学生 36 小学生 36

中高生 16 中高生 2

大人 10 大人 11

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 4

中高生 64 中高生 34

大人 5 大人 6

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 5 中高生 12

大人 2 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 4

中高生 69 中高生 46

大人 7 大人 6

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【クリーン大作戦】
・外掃除
・館内清掃
・図書室整理
・草取り
・落ち葉ひろい

月1回
目標回数：12回程度

児童館内でボランティ
ア活動の場を設定し、
地域の子どもたちが、
それぞれの地域で活動
できるよう人材育成を
進める。

10 11

12 11

クリーン大作戦は館内外の清掃、図書室の本の整理、
近隣の草取り、落ち葉ひろいなど様々なことを取り組ん
でいる。熊手や竹ぼうきを使うことが楽しいようで、事業
となっていない日でも落ち葉掃きをする児童・幼児親子
を見受けるようになった。秋にはご近所の方もいらっしゃ
り、手袋をはめて銀杏拾いをした。初めて体験した児童
は慣れない匂いに大変驚いていた。

【ボランティア活動】
・子どもボランティア

12/14 - 1

９区公民館での事業に子どもボランティアとして依頼を
受けて参加した。小さいお子さんに折り紙を教えてくれる
ボランティアを集ったところ、やってみたいと言う小学生
たちが参加した。学校の折り紙クラブで習ったものを持
参する子や、事前に何度も練習する姿が見られた。地域
に貢献できる子どものボランティア活動を今後も支援し
ていくとともに、新しい企画も考えていきたい。

小計 12 12

花餅づくりの会場にて、準備の段階から地域の方から大
きな期待を受けた中学生が活躍した。花もちづくり当日
はそれぞれ担当になったブースを地域の方から手ほど
きを受け、責任を持って最後まで取り組んだ。豚汁の出
前をしてくれら笠原中学校の生徒と一緒に販売をし、他
校の生徒と協力してボランティアをする良い機会となっ
た。

【企画事業】
・花餅作り

12/7 1 1

10 11

7 9

児童館を利用している中高生が自ら進んで多くのボラン
ティア活動に参加した。乳幼児水遊びではプールサイド
から小さい子に優しく声をかけたり、おもちゃを使って一
緒に遊んで関わっていた。保護者からお礼を言われる
と、明日もいるのでぜひ来てください、と答え、自主的に
ボランティア活動を継続する気持ちを見せてくれた。中
学校の地域貢献活動で、民生委員を通じて児童館の清
掃を依頼した際は、引率の先生が場を離れても生徒た
ちだけで自主的に動いていた。27年度もお願いをする予
定になっている。

7/28～8/1
7/26
8/2

10/26
12/16
3/1
3/22

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

小計 8 10

中
高
生
事
業

1

【中高生ボランティア】
・乳幼児水遊びボランティア
・昭和小夏祭りボランティア
・8区夏祭りボランティア
・じどうかんまつりボランティア
・地域貢献活動
・粋な祭ボランティア
・中高生マレット会議



中央

乳幼児 94 乳幼児 69

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 99 大人 63

乳幼児 33 乳幼児

小学生 0 小学生

中高生 0 中高生

大人 34 大人

乳幼児 127 乳幼児 69

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 133 大人 63

【子育て講演会等】
・子育てサークル支援
・子育て講演会

-

子育てサークル支援・子育て相談会を事業として挙げる
にあたり、26年度より内容を慎重に精査した。結果として
同目的の利用者に大幅な変化はなかったが、事業への
参加者としては挙げないこととした。

13 12

月１回保健センターから保健師の方に来ていただき、ク
ラブ後に気軽に相談できる場を提供している。こうして毎
月顔を合わせることで専門機関が子育て中のお母さん
に寄り添え、安心して話ができている。主としてベビーズ
クラブの日を子育て相談日として設定しているが、今年
度はわんわんクラブやちびっこクラブへも保健師さんが
顔を出していただける機会が増えた。気軽にできる相談
もあれば、相談の中には支援を必要とされるお子さんの
相談もあるため、保健センターや専門員に繋げるなど
し、今後も連携を図っていく。

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

【相談業務】
・子育て相談日

月1回

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓
口として相談を受ける。
インターネットによる相
談受付や専門員による
相談の場を設定する。
母子保健推進員・主任
児童委員・保健セン
ター・子育て支援セン
ターとの連携を図る。

10 11

小計 16 12

3 -



中央

乳幼児 0 乳幼児

小学生 5 小学生

中高生 0 中高生

大人 1 大人

乳幼児 0 乳幼児 380

小学生 0 小学生 261

中高生 9 中高生 87

大人 65 大人 507

乳幼児 23 乳幼児 3

小学生 306 小学生 252

中高生 1 中高生 0

大人 84 大人 24

乳幼児 23 乳幼児 383

小学生 311 小学生 513

中高生 19 中高生 87

大人 215 大人 531

1 -

25年度にイクメン事業の新企画として実験的に実施した
ニュースポーツだったが、実際は児童館にある遊具で通
常通りの利用をする親子が多かったため26年度は実施
しなかった。代わりに26年度は利用者の要望を集めるこ
とに専念した結果、ダブルダッチが利用者の希望として
上がったため、27年度の実施を予定している。

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

11 13

指定管理を受けている平和マレットゴルフ場で月１回大
会を開いている。地域の方や利用者の小学生がプレイ
を楽しみ、大会を盛り上げてくれた。中高生ボランティア
も毎回活躍している。また、一輪車や宮太鼓の小学生ク
ラブの子供たちが、館内の活動から地域へ出向く機会
が多くあった。普段の練習に目標が持て、発表後は自信
へと繋がった。百人一首かるた取り大会には、おりがみ
ブース・脳トレブース・ぬりえブースの準備をして参加し
た。当日の運営は子どもボランティアが主体となって活
動した。これにより、かるた取り大会に飽きてきた子ども
達も大会が終わるまでの間、遊びながら上手に待つこと
ができた。

【移動児童館】
・マレットゴルフ大会
・双葉保育園夏祭り
・昭和校区夏祭り
・多治見まつり
・なかよしふれあいまつり
・百人一首かるた取り大会

月1回程度
7/5
7/26
11/3
11/15
1/18

3 11

小計

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

1

【イクメン事業】
・ニュースポーツ（ディスゲッターナ
イン）

-

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。
　　　　　　　　※「年度評価欄」は、次の内容で記入。
　　　　　　　　　　仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点
　　　　　　　　　　自主事業のみ…内容・事業数等が期待以上：15～12点、例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

※「双葉保育園夏祭り」「昭和小学校夏祭り」「百人一首
かるた取り大会」は26年度より参加人数の計上法を変
更

36 35

１年目から継続してクラブに入っている児童達がどんど
ん上達している。新１年生４人を迎え、バチの持ち方から
のスタートに戸惑いもあったが、年上の児童が手本と
なった。秋祭りや多治見まつりに出演するという目標を
持って取り組み、児童館の外で活動して多くの方に見て
頂くことが自己肯定へと繋がり、子ども達にとって励みに
なっている。

【企画事業】
・宮太鼓クラブ

月2回程度 32 24


